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「５　いじめへの対応」（別紙２） 

 

 

            いじめと疑われる行為を発見              児童・保護者からの訴え 

 

             その場でその行為を止める                   真摯に傾聴する 

 

                         被害児童及び情報提供した児童の安全確保　 

 

  　　　　　　　　 　　　　    管理職・生活指導主任に連絡　 

 

             　いじめ不登校対策委員会における情報の共有及び対応策協議　 

 

 　　　　  　　 関係児童・職員への事情聴取開始        　 　　   　　犯罪行為と認定　     　＜教頭＞新発田警察署へ通報 

　     
             
         　 重大事案と認定       ＜教頭＞市教委学校教育課へ連絡  
                                
                               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             新発田市長 

 

                                                                              市教委の指導の下、関係機関との連携を図る 

   被害児童に対して      加害児童に対して　　　周囲の児童に対して　　　　                      
                                  
             　　 　　　　　　    
                 
                  
                    
        
       　　　　  
 

 

 

               管理職・生活指導主任へ報告　　 

 

                  いじめ不登校対策委員会　　 

 

 

 

 

 

                                                                  犯罪行為と認定        ＜教頭＞新発田警察署へ通報 

     　　　被害児童の心のケア             加害児童への指導             　　  

                                                        　        重大事案と認定        ＜教頭＞市教委学校教育課へ連絡 

     被害児童の保護者への説明  　加害児童の保護者への連絡・助言 

     　                                                                                         新発田市長 

                     　関係児童への指導　 

 

 

   　　    　　　　　　  いじめの解消                            　　　　　　　 市教委の指導の下、関係機関との連携を図る 

                                　　　      ・再発防止のための指導の継続                                            
 

                     ＜教頭＞市教委学校教育課を通して新発田市長へ文書で報告 

 

 

   ◇　いじめに関係した学級（学年等、関係する児童全て）の児童へ、指導を行う。この部分については、解消に向かっている過程で繰り返し行　

　　　っていく。

＜重大事案について＞ 

ア　いじめにより児童の生命、心身又は財産に重大な被害が

　生じた疑いがあるとき 
　○児童生徒が自殺及び、企図した場合 

　○身体に重大な傷害を負った場合 

　○金品等に重大な被害を被った場合 

　○精神性の疾患を発症した場合　など 

イ　いじめにより児童が相当の期間、学校を欠席することを余儀

　なくされている疑いがあると認めるとき 

　（「相当の期間」：年間３０日を目安） 

※ 「但し書き」については、５ P参照

・誰が 

・いつ頃から　どんな時に 

・どんなことから（きっかけ・動機）　 

・どこで（教室　トイレ　等） 

・どんな方法で（暴力　無視　悪口　等） 

・どういう気持ちで 

・今の気持ち                    等 

 ※下線は周囲の児童への聴取内容

・誰から　１対１ 複数 グループ 
・いつ頃から　どんな時に 
・どんなことから　（きっかけ） 
・どこで（教室　トイレ　廊下等） 
・どんな方法で（暴力　無視　等）

※児童から聞き取れない場合は、

　保護者から分かる範囲で聞き取

　る。 

＜事情聴取における配慮事項＞ 

・できるだけ複数の職員（教育相談担当者）で行う。なお、被害児童に対
　しては、児童が信頼している職員によって行う。 

・加害児童、周囲の関係児童についても、複数児童から聞き取るのではな
　く、児童一人ずつから聞き取る。 

・状況に応じ、加害児童については、個別の部屋で待機させる。

＜いじめの様態＞　 
　  冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる 
　  仲間はずし、集団による無視をされる 

　  軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする 

　  ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする 

　  金品をたかられる 

　  金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする 

　  嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする 

　  パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷や嫌なことをされる　　　　　　等

①事情聴取した内容についてのすり合わせと情報の共有。 

　※食い違う部分があった場合、再度聴取を行う。内容によっては、複数
　　の児童から、まとめて聴取を行う。 

②今後の対応方針の決定。 

③具体的対応策の策定 

　だれが、誰に対して、どのような指導を行うのか　等 

 ＜関係機関＞ 

　・SSW    ・ＳＣ 

　・市子ども課 

　・児童相談所 

  ・警察 


